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論文概要  

近 年 、 Ｐ Ｃ の 低 価 格 化 、 接 続 料 金 の 低 価 格 化 に 伴 い 爆 発 的 に 普 及 し 、

平 成 ２ ０ 年 度 末 に は 利 用 者 数 が ９ ， ０ ９ １ 万 人 、 人 口 普 及 率 が ７ ５ ．

３ ％ と ４ 人 に ３ 人 が イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る よ う に な り 、 普 及 当 初

は 情 報 検 索 が 主 で あ っ た イ ン タ ー ネ ッ ト で あ る が 、 最 近 は ネ ッ ト

シ ョ ッ ピ ン グ 、 飛 行 機 等 の チ ケ ッ ト 予 約 、 Ｉ Ｐ フ ォ ン 等 あ ら ゆ る 方 面

で イ ン タ ー ネ ッ ト が 利 用 さ れ て き て い る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 回 線

を 利 用 し 外 出 先 か ら 家 電 製 品 を コ ン ト ロ ー ル す る な ど 様 々 な 分 野 で 使

わ れ て き て い る 。  
  本 論 文 で は こ の イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し 、 夏 の 暑 さ に 対 処 す る た め

に 携 帯 電 話 等 か ら ス プ リ ン ク ラ ー を 用 い て 散 水 を 行 う 「 打 ち 水 」 装 置

を 作 成 す る こ と を 目 的 と す る 。   
  本 論 文 は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 、 Ｐ Ｉ Ｃ Ｎ Ｉ Ｃ 、 メ ー ラ ー ボ ー

ド 、 ボ ロ ー ド バ ン ド ル ー タ ー 、 リ レ ー 制 御 回 路 等 を 用 い て 「 打 ち 水 」

装 置 を 制 御 す る 機 器 を 製 作 、 実 演 ま で の 研 究 を ま と め た も の で あ り 、

９ セ ク シ ョ ン か ら 構 成 さ れ て い る 。  
  セ ク シ ョ ン １ で は 本 研 究 の 緒 言 と 研 究 目 的 に つ い て 述 べ る 。  
  セ ク シ ョ ン ２ で は 関 連 す る 研 究 に つ い て 述 べ る 。  
  セ ク シ ョ ン ３ で は 「 打 ち 水 」 装 置 に よ り 温 度 が 下 が る メ カ ニ ズ ム を

物 理 的 観 点 か ら 述 べ た 。  
  セ ク シ ョ ン ４ で は 「 打 ち 水 」 装 置 の シ ス テ ム 全 体 の 概 要 に つ い て 述

べ た 。  

  セ ク シ ョ ン ５ で は 「 打 ち 水 」 装 置 を 構 成 す る 機 器 そ れ ぞ れ の 性 能 及

び 設 定 が 必 要 な 機 器 に つ い て は そ の 手 順 を 述 べ た 。  

  セ ク シ ョ ン ６ は セ ク シ ョ ン ５ で 述 べ た 機 器 を 用 い て 「 打 ち 水 」 装 置

を 作 成 、 動 作 確 認 す る ま で を 述 べ た 。  

  セ ク シ ョ ン ７ で は 「 打 ち 水 」 装 置 の ス プ リ ン ク ラ ー の 設 置 場 所 に つ

い て の 考 察 を 述 べ た 。  

  セ ク シ ョ ン ８ で は 、 今 後 の 課 題 及 び 本 研 究 で 作 成 し た 装 置 を 利 用 し

て 他 に ど の よ う な こ と が 実 現 で き る か に つ い て の 考 察 を 述 べ た 。  
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